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全体的全体的全体的全体的なななな状況状況状況状況    ＜Ｐ＜Ｐ＜Ｐ＜Ｐ５５５５～～～～１３１３１３１３抜粋抜粋抜粋抜粋＞＞＞＞    

 

  
１１１１    総括総括総括総括    

  平成２８年度は，京都市産業技術研究所（以下「産技研」という。）にとって法人化の３年目に当たり，地方独立行政法人法の規定に

より京都市長から指示を受けた平成２６年４月１日から平成３０年３月３１日までの４年間にわたる中期目標達成に向けた取組を積極

的に展開するとともに，平成２７年度に引き続き，利用者の満足度がより高い産業支援機関となるよう取り組んだ。 

  平成２８年度においては，特に，①情報収集と産技研が目指す目標の共有，②利用企業の拡大，③研究成果の創出と実用化の促進，

④技術者の育成，⑤大学等の技術シーズの中小企業等への橋渡し，⑥知恵産業の推進，⑦活力と信頼を生み出す組織運営に重点的に取

り組んだ。また，産技研創設１００周年を迎え，積極的な広報活動の下多彩な事業を実施するとともに，中期目標の達成に向けて業務

の点検を行い，更なる改善に取り組んだ。その結果，おおむね年度計画どおり達成し，産技研技術の普及をはじめ着実な実績を上げる

とともに，安定的な法人運営ができた。 

  平成２９年度においては，第１期中期目標期間の最終年度として，中期目標の達成に向けて各事業を着実に推進するとともに，第２

期中期目標及び中期計画につながる研究開発等の取組に注力し，京都産業の活性化と地域経済の発展に寄与してまいりたい。 

 

２２２２    大項目大項目大項目大項目ごとのごとのごとのごとの取組取組取組取組    

＜＜＜＜第第第第１１１１    住民住民住民住民にににに対対対対してしてしてして提供提供提供提供するサービスするサービスするサービスするサービスそのそのそのその他他他他のののの業務業務業務業務のののの質質質質のののの向上向上向上向上にににに関関関関するするするする目標目標目標目標をををを達成達成達成達成するためにとるべきするためにとるべきするためにとるべきするためにとるべき措置措置措置措置    

１１１１    企業活動企業活動企業活動企業活動のののの技術支援技術支援技術支援技術支援    

（（（（１１１１））））技術相談技術相談技術相談技術相談    ＜Ｐ＜Ｐ＜Ｐ＜Ｐ１４１４１４１４～～～～２０２０２０２０参照参照参照参照＞＞＞＞    

平成２６年度からホームページ上で公開している，「研究員マップ」を平成２８年８月に更新，「研究チームマップ」を随時更新し，

各チームの特色や最新の研究情報，各研究員の得意分野などを情報発信することで，「産技研の見える化」を進めた。 

平成２６年度に新設した「迅速分析評価室」では，汎用性が高い機器を集約配置することで，各実験室間を移動せずとも，簡易な

分析評価ができるため，持ち込まれた製品の欠陥部分の早期発見につながった。また，分析機器を２機器増設するなど，更なる利便

性の向上に努めた。 

こうした情報発信や利便性向上の取組により利用しやすい環境づくりを推進した結果，技術相談件数は，１３，３８９件（来所（無

料）２，１８７件，来所（有料）４，０４５件，電話４，８２７件，メール２，３３０件）となった。前年度と比較すると，無料の

来所指導が減少したものの，電話相談が５１１件増加するなどした結果，無料相談は９，３４４件と４４５件の増加となった。  

技術相談に関する顧客満足度調査の結果においては，技術相談に係る目的達成度及び利用満足度は，前者が８８％（Ｈ２７：８７％），

後者が９３％（Ｈ２７：９１％）と高評価を受けることができた。 

さらに，研究員が企業等の現場に出向いて技術指導等を行う研究員派遣制度は，年度計画の数値目標１３件を大きく上回る７３件

の利用があった。 

 

（（（（２２２２））））試験試験試験試験・・・・分析分析分析分析    ＜Ｐ＜Ｐ＜Ｐ＜Ｐ２１２１２１２１～～～～２５２５２５２５参照参照参照参照＞＞＞＞    

京都市からの施設整備費補助金や公益財団法人ＪＫＡの補助金を活用して，計画どおり必要な設備・機器を整備することができた。

整備した設備・機器は，研究開発や試験・分析において，様々な製品や材料等の品質試験・性能試験・成分分析等に活用した。 

設備・機器の保守・点検に当たっては，緊急度と重要度を判断基準として，限られた予算の中で優先順位を付けて実施することで，

研究開発や試験・分析等の精度を維持することができた。 

また，試験・分析の依頼者とは，事前調整や必要に応じて結果に関する丁寧な解説を行うなど，きめ細かな対応に心がけるととも

に，産技研のホームページに「機器の活用例」を新たに掲載し，分かりやすい情報発信に努めた。 

こうした取組などにより，試験・分析件数は，９，２９８件となり，前年度と比較すると，５５２件の増加となった。 

なお，試験・分析に関する顧客満足度調査の結果は，目的達成度９３％（Ｈ２７：９１％），利用満足度９３％（Ｈ２７：９４％）

と高評価を受けることができた。 

 

□技術相談件数 

  H25 H26 H27 平均  H28 

無料 

来所 2,187 2,708 2,241   2,187 

電話 5,879 3,973 4,316  4,827 

メール - 1,553 2,342  2,330 

小計 8,066 8,234 8,899 8,400  9,344 

有料 来所 4,436 4,475 5,080 4,664  4,045 

合計 12,502 12,709 13,979 13,063  13,389 

 ※平成２５年度以前はメール相談を集計していないため，平均値は，来所，

電話，メールの合計相談件数の平均値とする。 

 

■無料指導件数（数値目標）・・・来所（無料），電話，メールの合計 

【目標値】 ９，１６６件 

【実績値】 ９，３４４件（１０２％） 

 

■研究員派遣制度利用件数（数値目標） 

【目標値】１３件 

【実績値】７３件（５６２％） 

 H25 H26 H27 平均  H28 

派遣件数 22 31 36 30  73 

 

□依頼試験・分析件数 

 H25 H26 H27 平均  H28 

試験・分析 11,158 7,137 8,746 9,014  9,298 

 

○京都市の施設整備補助事業の導入機器 

・酸素・窒素・水素分析装置 

・擂砕機（２台） 

・三次元表面形状（粗さ）測定計 

・織物破裂度試験機 

○公益財団法人ＪＫＡの補助金を活用した導入機器 

・電界放出形透過電子顕微鏡（ＴＥＭ）（京都市１／３，ＪＫＡ２／３） 

○剰余金を活用した導入機器 

・熱分解ガスクロマトグラフ質量分析装置 

・卓上走査型電子顕微鏡システム 

・多機能ダイヤモンドワイヤーソー（ＴＥＭ） など 

平成平成平成平成２８２８２８２８年度年度年度年度にににに係係係係るるるる業務実績報告書業務実績報告書業務実績報告書業務実績報告書のののの概要概要概要概要 
資料資料資料資料７７７７ 
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  （（（（３３３３））））人材育成人材育成人材育成人材育成    ＜Ｐ＜Ｐ＜Ｐ＜Ｐ２６２６２６２６～～～～３０３０３０３０参照参照参照参照＞＞＞＞    

本市中小企業における技術者の研究開発能力の向上を図るため，延べ３３企業の技術者を受け入れて研修を行った（ＯＲＴ事業）。 

技術者の受入れに当たっては，事前に受入技術者と研修内容の打合せを行い，受入技術者のレベルに合わせた当該企業独自の研修

プランを提案することで，利用者にとって満足度が高い研修となるよう努めた。 

また，産技研が保有する最先端の分析・測定機器の活用セミナーを新たに開催するなど，中小企業の技術者の育成に努めた。 

さらに，陶磁器，京友禅，漆工，西陣織など，伝統産業の技術者を養成する伝統産業技術後継者育成研修において，１６１名の修

了生を輩出するとともに，修了生に対しては，技術セミナーほか産技研創設１００周年記念事業である合同作品展などを通じて，技

術の習得が雇用に結び付くような機会を提供した。 

 

（（（（４４４４））））研究開発研究開発研究開発研究開発    

アアアア    戦略的戦略的戦略的戦略的なななな研究開発研究開発研究開発研究開発のののの推進推進推進推進    ＜Ｐ＜Ｐ＜Ｐ＜Ｐ３１３１３１３１～～～～４６４６４６４６参照参照参照参照＞＞＞＞    

将来，成長が予想される分野や中小企業等の下支えとなる分野，具体的には，「バイオライフイノベーション事業」，「エコグリ

ーンイノベーション事業」，「京都高度伝統文化イノベーション事業」，「下支え強化事業」を重点分野として位置付け，予算配分

を充実するなど，これらの分野に関わる研究開発を推進した。 

主な成果としては，重点研究の「バイオライフイノベーション事業」では，高品質な日本酒製造において杜氏の勘に頼ってい

た醸造プロセスの一部をバイオ計測により数値化し，酒質向上につなげる新しいプロセス技術を開発し，共同研究先において，

新しいプロセス技術に必須となる試薬キットと，新プロセスによって製造する最初の製品「生酛山廃特別純米酒“のろし”」が

発売された。また，呑み方の提案ができる新規酵母の開発を進め，新たな燗酒用純米大吟醸酵母を選抜し，「京の珀」と命名し，

商品化に向けて蔵元に提供した。 

「エコグリーンイノベーション事業」では，セルロースナノファイバー（ＣＮＦ）の研究開発において，顕著な実績を挙げて

いる。競争的資金を活用した研究開発を進め，ＮＥＤＯ（国立研究開発法人新エネルギー・産業技術総合開発機構）プロジェク

トにおいて，平成２７年度に完成させたリグノＣＮＦ強化樹脂を一貫製造できるテストプラント（「京都プロセス」）で製造した

サンプルの企業や公的研究機関への提供を進めた。その過程の中で，世界で初めてＣＮＦ／樹脂を用いた大型射出発泡品である，

自動車エンジンカバーの試作に成功し，平成２８年５月開催のＧ７伊勢志摩サミット・政府広報スペースにおいて展示された。

また，環境省の「セルロースナノファイバー性能評価事業」に採択され，ＣＮＦを活用し，二酸化炭素削減に向けて平成３２年

に自動車で１０％程度の軽量化を目標に，ＣＮＦの自動車部材への適用の可能性について評価・検証を行った。 

「京都高度伝統文化イノベーション事業」では，三次元デジタイザを用いて樂家所蔵の黒樂茶碗の形状測定に協力し，そのデ

ータを元に作成されたチタン製の複製品が京都国立近代美術館等で展示されたほか，祇園祭の鷹山保存会からの要請を受けて，

祇園囃子に使用する鉦の新調に当たっての成分分析に，蛍光Ｘ線分析装置などを活用して協力した。 

「下支え強化事業」では，繊維製品の規制物質として特定芳香族アミンを生成する一部のアゾ染料が追加されることを受けて，

その対応に苦慮した業界団体からの要望により，産技研で特定芳香族アミンの分析技術を確立し，平成２８年４月から依頼試験

の受入れを開始し，繊維製品の安心・安全に貢献した。    

研究開発の進捗管理については，研究マネジメント統括理事を委員長とする研究開発委員会を１６回開催し，これまでの研究

開発の報告及び新たに取り組みたい研究開発テーマの提案を行った。また，平成２７年度に引き続き，研究マネジメント統括理

事の指導の下，「産技研内研究ゼミナール」を１０回開催した。研究ゼミナールでは，若手研究員が中心となって実施している研

究を対象に，研究担当者が進捗状況や課題，結果等について発表し，研究テーマの発展・拡大のための方策，外部資金獲得の可

能性や研究成果の活用策について自由に討論することで，若手研究員の潜在能力を引き出し，研究能力の向上を図った。 

さらに，科学研究費の指定機関認定に向けた条件整備の推進にも取り組んだ。 

こうした取組などにより，外部資金では，昨年度からの継続案件６件に加えて，外部資金を活用して行う共同研究を積極的に

企業に提案するなどした結果，新規応募が７件（共同５件，単独２件）となり，このうち３件が採択された。 

外部資金の応募７件＋継続６件の合計件数１３件は，年度計画の数値目標１２件を上回った（１０８％）。 

 

□ＯＲＴ事業の利用企業数 

 H25 H26 H27 平均  H28 

ＯＲＴ 38 31 39 36  33 

 

□伝統産業技術後継者育成研修 

 H25 H26 H27 平均  H28 

修了者数 189 168 130 162  161 

 ＜定員に対する充足率＞ 

   ９３％，定員１７５名，受講者数１６３名 

（Ｈ２７：７５％，定員１７９名，受講者数１３４名） 

■外部資金応募・継続合計件数（数値目標） 

【目標値】１２件 

【実績値】１３件（１０８％）（応募７件（採択３件），継続６件） 

【獲得資金】 

１４０，０６６，２４８１円（Ｈ２７：１１５，２８７，５２６円） 

  H25 H26 H27 平均  H28 

新規 
応募 9 10 13 11  7 

採択 6 5 5 5  3 

継続 3 5 9 6  6 

合計 

（新規応募・継続） 
12 15 22 17  13 

 

○「バイオライフイノベーション事業」 

  【実施件数】５件（Ｈ２７：３件） 

【研究予算】３，９００，０００円（Ｈ２７：２，５００，０００円） 

○「エコグリーンイノベーション事業」 

【実施件数】７件（Ｈ２７：６件） 

【研究予算】８，８００，０００円（Ｈ２７：８，０００，０００円） 

○「京都高度伝統文化イノベーション事業」 

【実施件数】５件（Ｈ２７：５件） 

【研究予算】９，７００，０００円（Ｈ２７：７，７４５，０００円） 

○「下支え強化事業」 

【実施件数】９件（Ｈ２７：６件） 

【研究予算】７，６００，０００円（Ｈ２７：５，１００，０００円） 
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  イイイイ    共同研究等共同研究等共同研究等共同研究等    ＜Ｐ＜Ｐ＜Ｐ＜Ｐ４７４７４７４７～～～～５０５０５０５０参照参照参照参照＞＞＞＞    

研究戦略リーダー，研究戦略フェローが精力的に企業や大学を訪問してニーズの把握に努めたほか，各研究員が積極的に企業

等の課題解決や新技術・新商品開発に向けた共同研究・受託研究を提案するなど，企業等との連携強化に取り組んだ。 

また，知恵創出“目の輝き”成果発表会の開催，学会等での研究成果の発表，専門誌への執筆，講演・講習会，研究報告書の

発行，成果事例集の改訂など，積極的に研究成果の情報発信を行った。  

こうした取組などにより，共同研究・受託研究及び外部資金による研究のうち企業等との共同によるものは計５２件となり，

年度計画の数値目標２２件を大きく上回った。 

また，共同研究・受託研究に関する顧客満足度調査の結果は，目的達成度８２％（Ｈ２７：９４％），利用満足度８９％ 

（Ｈ２７：９５％）であった。    

    

ウウウウ    研究成果研究成果研究成果研究成果のののの普及普及普及普及とととと技術移転技術移転技術移転技術移転    ＜Ｐ＜Ｐ＜Ｐ＜Ｐ５１５１５１５１～～～～６０６０６０６０参照参照参照参照＞＞＞＞    

産技研の研究成果を中小企業等で活用してもらうため，ホームページ上で研究成果を発信したほか，機関誌である「産技研Ｎ

ＥＷＳちえのわ」の発行，成果事例集の発行及びメールマガジンの配信など情報発信を積極的に進めた。 

加えて，学会等での研究成果の発表，専門誌への執筆，講演・講習会，研究報告書の発行や，金融機関等が開催する展示商談

会等への参画等に取り組んだ結果，産技研単独での業界向け成果発表件数は５４件となり，年度計画の数値目標を達成した。 

また，研究成果を適切に企業へ技術移転していくためには，研究成果を知的財産として適切に管理する必要があるため，企業

での知的財産業務の実務経験を持つ者１名をプロパー職員として雇用し，体制を整えるとともに，知的財産法を専門分野とする

東洋大学の教員を講師に招き，知的財産に係る研修を計６回開催し，職員の知的財産に係る能力育成に取り組んだ。 

産技研が技術協力を行った有限会社りんよ工房の高音質自転車ベル“白井ベル”が経済産業省の「Ｔｈｅ Ｗｏｎｄｅｒ  

５００™」，株式会社エスエヌジーのアロマディフューザーが「２０１６年グッドデザイン賞」，京滋摂食・嚥下を考える会，清水

焼団地協同組合，遊部工芸株式会社と共同開発した介護食器が「京都デザイン賞２０１６ 京都府知事賞」を，それぞれ受賞する

など高い評価を受け，産技研技術の普及が進んだ。 

また，平成２８年度に大手回転寿司チェーンより発売された「炭酸系米麹飲料」は，発売にあたり市内の酒造会社から供給さ

れている原料を使用している。この原料は麹糖化技術の標準製造工程を産技研が開発し，平成２３年に京都市内の酒造会社から

商品化された飲料の技術が一部応用されたものであり，発売から５年を経て，産技研技術の普及が大きく進んだ。 

さらに，伊藤若冲生誕３００年を記念して，産技研と長瀬産業株式会社が共同開発した世界初の「ゼロエミッション・デジタ

ル捺染システム」を用いて，宮井株式会社が伊藤若冲の屏風絵「樹花鳥獣図屏風」を高精細に再現したタペストリーを制作し，

情報発信に努めた。  

産技研創設１００周年記念事業の一環として，これまでの研究成果を世界最大級のナノテクノロジーの総合展である 

「ｎａｎｏ ｔｅｃｈ ２０１７」に出展した結果，産技研の出展内容は，京都の伝統的なモノ作りの技術を研究し，ナノテクノ

ロジーを用いて実現しようとしている点を高く評価され，「ｎａｎｏ ｔｅｃｈ大賞 ２０１７独創賞」を受賞した。 

 

（（（（５５５５））））研究会活動研究会活動研究会活動研究会活動    ＜Ｐ＜Ｐ＜Ｐ＜Ｐ６１６１６１６１～～～～６３６３６３６３参照参照参照参照＞＞＞＞    

産技研を核として，京都ものづくり協力会の下に伝統産業から先端産業までの各技術分野で設置された１０の研究会の会員が求め

る技術情報の提供や見学会の開催等を実施するとともに，会員相互の情報交流を図った。 

また，異業種等の交流を活性化させるため，複数の研究会による横断的活動を３０件実施し，年度計画の数値目標２８件を上回っ

た（１０７％）。 

平成２８年度は，産技研創設１００周年を記念して，産技研と京都ものづくり協力会・研究会の共同で，１００周年モニュメント

として，各研究会が保有する「ものづくり技術や素材」を駆使した１２のパネルから成る文字盤を持つ，百年紀時計「宙の環―礎―」

を制作した。 

また，京都工芸研究会と取り組んでいる「オトナの京もの」商品開発事業においては，インテリアデザイナーをアドバイザーに迎

え，金工，竹工，漆工，香などの工芸技術を持つ１４会員の参加の下，「いのりのかたち」をテーマに２３種類の新商品をデザイン開

発し，その成果を三越伊勢丹銀座店で発表した。    

 

■共同研究・受託研究，外部資金（単独除く）応募・継続合計件数（数値目標） 

【目標値】２２件 

【実績値】５２件（２３６％） 

 H25 H26 H27 平均  H28 

共同研究 18 28 36 27  39 

受託研究 4 7 9 7  3 

外部応募（共同） 4 5 11 7  5 

外部継続（共同） 1 5 6 4  5 

合計 27 45 62 45  52 

 

○各種業界団体・学会等からの表彰 
賞の名称 授与機関名 受賞内容 

陶＆くらしのデザイン
展２０１６金賞 

陶＆くらしのデザイン
コンソーシアム    

作品名：ポーラスクォーツ®
パレット 

Ｔｈｅ Ｗｏｎｄｅｒ 
５００™ 

経済産業省統括事務局
（株式会社リヴァンプ） 

作品名：高音質自転車ベル
“白井ベル” 

グッドデザイン賞 
２０１６ 

公益財団法人日本デザ
イン振興会 

作品名： 
ポーラスクォーツ® 

京都デザイン賞 
２０１６ 
（京都府知事賞） 

公益社団法人京都デザ
イン協会 

作品名：京都の伝統工芸で
「食べる楽しみ」を叶える，
感性価値の高い機能性介護
食器 

第１８回関西表面技術
フォーラム 優秀講演
賞 

一般社団法人表面技術
協会 

発表テーマ：金属ナノ粒子の
液相合成における析出挙動
のその場測定およびナノ粒
子の粒径分布制御 

科学と工学に貢献する
重要な科学論文として，
カナダのリサーチ会社
ＡＩＥ社のホームペー
ジで紹介される 

Ａｄｖａｎｃｅs Ｉｎ 
Ｅｎｇｉｎｅｅｒｉｎｇ
（ＡＩＥ）社 

発表論文：（インバー組成領
域における電析Ｆｅ-Ｎｉ合
金の熱膨張及び機械的特性） 

ｎａｎｏ ｔｅｃｈ大賞
２０１７独創賞 

ｎａｎｏ ｔｅｃｈ実行
委員会 

出展内容：京都市産業技術研
究所創設１００周年モニュ
メント「宙の環―礎―」のミ
ニチュア版など計１５点 

 

■産技研単独での業界向け成果発表件数（数値目標） 

【目標値】５４件 

【実績値】５４件（１００％） 

 H25 H26 H27 平均  H28 

執筆 7 23 17 16  20 

講演・講習 1 10 11 7  9 

研究報告 34 29 28 30  25 

合計 42 62 56 53  54 

 

■複数の研究会による横断的活動件数（数値目標） 

【目標値】２８件 

【実績値】３０件（１０７％） 

 H25 H26 H27 平均  H28 

横断的活動 33 32 29 31  30 
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  ２２２２    新産業創出支援新産業創出支援新産業創出支援新産業創出支援    

（（（（１１１１））））知恵産業知恵産業知恵産業知恵産業のののの推進推進推進推進    ＜Ｐ＜Ｐ＜Ｐ＜Ｐ６４６４６４６４～～～～７２７２７２７２参照参照参照参照＞＞＞＞    

京都市や京都府が公募する「京都知恵産業支援共同事業」や公益財団法人京都高度技術研究所等が公募する研究開発補助事業等に

おいて，企業への応募の働き掛けはもとより，同事業の申請を検討する企業に対して，事業計画の助言や申請書の作成支援などに精

力的に取り組んだ結果，知恵関連補助金の申請支援件数は１４件となり，年度計画の数値目標５件を大きく上回った。 

補助金を獲得した企業に対しては，研究開発から商品化まで一貫した支援を継続して行い，新たな事業展開に向けた支援を実施し

た。 

また，平成２７年度から取り組んでいるマーケットイン型事業（消費者がより必要とするモノを提供する事業方針）について，平

成２８年度は，産技研と京都髙島屋とのコラボ事業として若手女性作家等の商品の展示販売事業に取り組んだほか，西陣織企業とバ

ッグデザイナーのマッチングを通して現代的なハンドバッグの製品開発及び髙島屋での販売を支援した。 

さらに，「伝統技術と先端技術の融合」や「新たな気づき」による新技術・新商品の開発による「知恵産業」の創出を目指して，４

社を「知恵創出“目の輝き”」企業に認定するとともに，知恵創出“目の輝き”成果発表会を開催したほか，京都市が平成２８年度か

ら新たに実施した企業ブランド力強化支援事業等の支援協議会に参画し，認定企業等の販路開拓支援にも取り組んだ。  

こうした取組などにより，研究会や関係機関とのネットワークを活用した企業マッチング件数は，年度計画の数値目標５０件を大

きく上回る９４件を行うことができた。 

    

（（（（２２２２））））伝統産業分野伝統産業分野伝統産業分野伝統産業分野へのへのへのへの支援支援支援支援    ＜Ｐ＜Ｐ＜Ｐ＜Ｐ７３７３７３７３～～～～７９７９７９７９参照参照参照参照＞＞＞＞    

        西陣織，京焼・清水焼，漆，清酒などの伝統産業分野における新商品や新技術の開発に向けて，西陣織に新たな付加価値を創出す

るためのＡＲ（拡張現実）技術の開発や，文化財修復，清酒製造に使用する新酵母開発などに取り組むとともに，技術指導，共同研

究を積極的に実施した。 

主な成果として，和装業界を対象に「着物・浴衣の３Ｄ着用イメージ表示システム」を開発し，髙島屋京都店で展示・運用を行っ

たほか，西陣織工業組合が実施する「西陣 ５５０」記念事業の一環として，平成２９年３月から西陣織会館で「ＡＲ試着システム」

の試験運用を開始した。 

また，京ものに初めて触れる方に向けた約２年の製品開発プログラム「京ものエントリーモデルプロジェクト」において，平成２

８年度までに作製した試作品を首都圏の見本市「インテリアライフスタイル２０１６」（平成２８年６月）に出展し，バイヤー等の反

応を調査するとともに，静岡伊勢丹での展示販売を通じ，製品化に向けたブラッシュアップを行い，新たな市場創出を目指した。 

陶磁器，京友禅，漆工，西陣織など，伝統産業の技術者を養成する伝統産業技術後継者育成研修では，１６１名の修了生を輩出す

るとともに，修了生に対しては，技術セミナーほか産技研創設１００周年記念事業である合同作品展などを通じて，技術の修得が雇

用に結び付くような機会を提供した。    

    

（（（（３３３３））））新成長分野新成長分野新成長分野新成長分野へのへのへのへの支援支援支援支援    ＜Ｐ＜Ｐ＜Ｐ＜Ｐ８０８０８０８０～～～～９２９２９２９２参照参照参照参照＞＞＞＞    

（ ……ア 戦略的な研究開発の推進 と同趣旨…… ）    

さらに，セルロースナノファイバー（ＣＮＦ）実用化支援事業については，平成２７年度に引き続き，経済産業省の公募事業「平

成２８年度地域中核企業創出・支援事業」に産技研が提案した「部素材産業を核としたＣＮＦ（セルロースナノファイバー）の実用

化支援事業」（事業費２，９０２万円）が採択されたことを受け，ＣＮＦを活用した新部素材の開発支援，部素材メーカーとユーザー

企業とのマッチング，セミナーの開催等に取り組んだほか，広域連携を加速させるため，産技研，ふじのくにＣＮＦフォーラム（静

岡県経済産業部），四国ＣＮＦプラットフォーム（一般財団法人四国産業・技術振興センター），国立研究開発法人産業技術総合研究

所コンソーシアムナノセルロースフォーラムの４機関で，「セルロースナノファイバーの地域展開における地域拠点間の相互連携・協

力に関する協定書」を締結し，実用化に向けて支援等を強化した。 

京都バイオ計測センターを活用した事業としては，経済産業省の「戦略的基盤技術高度化支援事業」（サポイン）を活用し，食中毒

等を引き起こす食品汚染微生物のマーカーとなるタンパク質の解析・取得技術の開発を行い，有害微生物の迅速・低コストでの検出

を目的として試作した試薬・機器を京都市衛生環境研究所に設置した。 

 

■知恵関連補助金申請件数（数値目標） 

【目標値】５件 

【実績値】１４件（２８０％） 

 H25 H26 H27 平均  H28 

知恵関連補助金申請 10 22 13 15  14 

 

■企業等マッチング件数（数値目標） 

【目標値】５０件 

【実績値】９４件（１８８％） 

 H25 H26 H27 平均  H28 

マッチング 39 59 84 61  94 

 

○京都バイオ計測センターの高度分析機器を活用した研究開発の推進 

【実施件数】７件（Ｈ２７：５件） 

【研究予算】１２，３２４，００２円（Ｈ２７：８，１８９，６３２円） 

 

○京都バイオ計測センターを活用した高度分析試験機器利用促進・人材育成事業の実施 

 ・人材育成事業  【開催回数】３６回（Ｈ２７：２３回） 

          【参加者数】２８３名（Ｈ２７：２１９名） 

・シンポジウム（平成２８年８月２日開催：１０７名参加） 

 ・研究交流発表会（平成２９年３月１日開催：５６名参加） 

 

○ 知恵産業融合センターが企業に対して応募支援した公募事業 

・ 京都知恵産業支援共同事業（京都市・京都府） 

・ ものづくり・商業・サービス新展開補助金（京都府中小企業団体中央会） 

・ 京都型グローバル・ニッチ・トップ企業創出支援事業（公益財団法人 

京都高度技術研究所） 

・ 新規・改良研究開発補助事業（公益財団法人京都高度技術研究所） 

・ 企業ブランド力強化支援事業（公益財団法人京都高度技術研究所） 

・ 販路開拓支援事業（公益財団法人京都高度技術研究所） 

・ 地域産業資源活用事業計画（近畿経済産業局） 

・ 文理融合・文系産学連携促進事業（京都産学公連携機構） 
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  ３３３３    連携連携連携連携のののの推進推進推進推進    

（（（（１１１１））））地域連携地域連携地域連携地域連携のののの推進推進推進推進    ＜Ｐ＜Ｐ＜Ｐ＜Ｐ９３９３９３９３～～～～９８９８９８９８参照参照参照参照＞＞＞＞    

京都市及び公益財団法人京都高度技術研究所が実施する「京都市健康長寿産業創出プロジェクト」や「京都グリーンケミカル・ネ

ットワーク」等への参画を通じて連携を強化し，中小企業等の新事業創出や販路開拓を支援した。 

京都市が実施（委託先：公益財団法人京都高度技術研究所）する「京都型グローバル・ニッチ・トップ企業創出支援事業」におい

ては，京都市，京都高度技術研究所及び産技研が，募集要項の策定から支援企業の選考まで連携して取り組み，５社を選定した。 

また，京都市が設置した京都バイオ計測センターについては，平成２８年度から運営業務を受託することとなり，シンポジウムや

多彩な講習会の開催，高度分析試験機器を利用できる人材育成を実施するとともに，これらの機器の利用促進につなげることができ

た。 

大学との連携については，計１４大学と共同研究を実施したほか，特に包括連携協定を締結している大学（京都府立大学，京都工

芸繊維大学，京都市立芸術大学）とは，産技研の研究員の大学講義への出講，共同研究の実施，シンポジウムの共同開催などにより，

連携の強化を図った。 

 

（（（（２２２２））））広域連携広域連携広域連携広域連携のののの推進推進推進推進    ＜Ｐ＜Ｐ＜Ｐ＜Ｐ９９９９９９９９～～～～１０１１０１１０１１０１参照参照参照参照＞＞＞＞    

産業技術連携推進会議の各部会や近畿地域産業技術連携推進会議に参画するなど，最新情報の共有を図った。 

また，公設試が実施している支援メニューを積極的に広報し，公設試の利用者拡大を図るため，近畿経済産業局の下，近畿地域の

全公設試験研究機関と地域の金融機関が連携して，「平成２８年度産官金ネットワークによる産総研・公設試の橋渡し機能強化事業」

に取り組み，公設試見学会及び公設試シーズ発表会を開催した。 

さらに，関西広域連合域内企業の利便性向上を図るため，「工業系公設試験研究機関における機器利用等に関する割増料金の解消」

を引き続き実施した。また，平成２８年４月の熊本地震の発生に伴い，産業技術連携推進会議と連携して，熊本県内企業の利用に係

る使用料及び手数料の市外割増料金の減免の特別措置を実施した。 

 

４４４４    設備設備設備設備・・・・機器機器機器機器のののの整備及整備及整備及整備及びびびび活用活用活用活用    ＜Ｐ＜Ｐ＜Ｐ＜Ｐ１０２１０２１０２１０２～～～～１０７１０７１０７１０７参照参照参照参照＞＞＞＞    

京都市の施設整備費補助金，ＪＫＡの補助金及び剰余金を活用して，計画どおり必要な設備・機器を整備することができた。整備し

た設備・機器は，研究開発や試験・分析において，様々な製品や材料等の品質試験・性能試験・成分分析等に活用した。 

設備・機器の保守，点検に当たっては，緊急度と重要度を判断基準として，年度当初に限られた予算の中で優先順位を付けて実施す

ることで，研究開発や試験・分析の精度を維持・向上することができた。 

新たに利用できる機器として，万能材料試験機（オートグラフ）を増やし，短時間の使用となる機器の特性に合わせて１時間単位の

使用料を設定するなどのきめ細やかな対応や，設備・機器の周知などに努めた結果，設備・機器利用件数は昨年度より８３件増加し，

年度計画の数値目標３０２件を上回る３５１件となった。  

なお，機器利用に関する顧客満足度調査の結果は，目的達成度９２％（Ｈ２７：９５％），利用満足度９５％（Ｈ２７：９６％）と高

評価を受けることができた。 

 

５５５５    情報発信情報発信情報発信情報発信・・・・情報収集情報収集情報収集情報収集のののの強化強化強化強化    ＜Ｐ＜Ｐ＜Ｐ＜Ｐ１０８１０８１０８１０８～～～～１１８１１８１１８１１８参照参照参照参照＞＞＞＞    

産技研を中小企業の方へ一層知っていただき，御利用いただけるよう，プレス発表の推進，ホームページの充実，「産技研ＮＥＷＳち

えのわ」の発行，成果事例集の改訂，メールマガジンの配信，ショールームにおける研究成果の展示，知恵創出“目の輝き”成果発表

会の開催，ビジネスマッチングフェアへの出展など情報発信の充実に取り組んだ。とりわけ産技研創設１００周年記念事業を契機とし

た効果的な情報発信を図るため，プレス発表などを通じて積極的な広報活動に努めた。 

また，各業界の動向やニーズを把握するため，各種セミナーや交流会にも参加し，情報収集に努めた。 

「産技研ＮＥＷＳちえのわ」の配布件数は，京都府中小企業団体中央会を通じて会員企業へ配布したほか，京都リサーチパーク地区

に入居する全企業へ配布したことなどにより，６，７０７件となり，年度計画の数値目標５，２８０件を上回った。 

    

 

 

■設備利用件数（数値目標） 

【目標値】３０２件  

【実績値】３５１件（１１６％） 

 H25 H26 H27 平均  H28 

設備利用 417 176 268 287  351 

 

■連携事例件数（地域・広域合計）（数値目標） 

【目標値】９１件 

【実績値】１３５件（１４８％） 

・大学・産業支援機関との連携 １３５件 

 H25 H26 H27 平均  H28 

大学・産業支援機関との連携 42 131 142 105  135 

 

■「産技研ＮＥＷＳちえのわ」の配布件数（数値目標） 

【目標値】５，２８０件  

【実績値】６，７０７件（１２７％） 

 H25 H26 H27 平均  H28 

ちえのわ 4,519 8,991 7,979 7,163  6,707 

 

■市民向け情報発信件数（数値目標） 

【目標値】３４件 

【実績値】１２６件（３７１％） 

 H25 H26 H27 平均  H28 

広報発表等 17 65 100 61  121 

出前講座等 5 2 2 3  2 

ラボフェス 1 1 1 1  1 

目の輝き 1 1 1 1  1 

研究成果発

表会・職員表

彰式 

0 0 1 0 1 

合計 24 69 105 66  126 

 

■見学者数（数値目標） 

【目標値】４１３名 

【実績値】５９３名（１４４％） 

 H25 H26 H27 平均  H28 

見学者数 309 635 519 488  593 

 

■産技研単独での業界向け成果発表件数（数値目標） 

【目標値】５４件 

【実績値】５４件（１００％） 

  H25 H26 H27 平均  H28 

執筆 7 23 17 16  20 

講演・講習 1 10 11 7  9 

研究報告 34 29 28 30  25 

合計 42 62 56 53  54 
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＜＜＜＜第第第第２２２２    業務運営業務運営業務運営業務運営のののの改善及改善及改善及改善及びびびび効率化効率化効率化効率化にににに関関関関するするするする目標目標目標目標をををを達成達成達成達成するためにとるべきするためにとるべきするためにとるべきするためにとるべき措置措置措置措置＞＞＞＞    

１１１１    組織運営組織運営組織運営組織運営のののの改善改善改善改善    

（（（（１１１１））））組織組織組織組織・・・・体制体制体制体制のののの強化拡大強化拡大強化拡大強化拡大    ＜Ｐ＜Ｐ＜Ｐ＜Ｐ１１９１１９１１９１１９～～～～１２５１２５１２５１２５参照参照参照参照＞＞＞＞    

平成２６年度に法人化に伴う内部制度の整備，平成２７年度に経営企画機能の強化と研究室の指導管理

体制の強化がおおむね完了したことから，平成２８年度は，経営戦略会議，幹部会議，運営会議等で情報

共有と連携を図りつつ，オール職員体制での産技研運営，所内横断的なプロジェクトチームによる産技研

創設１００周年記念事業の実施，次期中期計画の策定等に取り組んだ。 

平成２８年度は，京都高度伝統文化イノベーション事業推進体制の強化を図るため，「文化財修復研究フ

ェロー」を新たに配置するとともに，総合相談窓口機能の強化を図るため，平成２７年度に新たに配置し

た「総合相談窓口担当係長」を４月１日付けで１名増員し，２名体制とした。 

また，知恵産業融合センターにおけるスタッフ機能強化を図り，伝統産業後継者育成を推進するため，

４月１日付けで新たに「研修修了生支援担当係長」を配置するとともに，企業調査業務を知恵産業推進課

長等により効果的に推進することとして，「企業調査担当係長」を廃止した。 

さらに，平成２８年度から産技研が京都市から受託し運営することとなった京都バイオ計測センターの

運営事業については，経営企画室の所管とし，４月１日付けで新たに「バイオ計測センター管理者」を配

置し，研究戦略リーダーの兼職とした。 

 

（（（（２２２２））））職員職員職員職員のののの確保確保確保確保・・・・育成育成育成育成    ＜Ｐ＜Ｐ＜Ｐ＜Ｐ１２６１２６１２６１２６～～～～１３０１３０１３０１３０参照参照参照参照＞＞＞＞    

平成２９年４月１日付け新規採用に向けて，平成２８年６月１９日に採用試験を実施し，１０月３日に

最終合格者１名（表面処理チーム）の内定式を実施した（同１名を平成２９年４月１日付けで採用した。）。 

また，ＮＥＤＯの「高機能リグノセルロースナノファイバーの一貫製造プロセスと部材化技術開発」に

おいて必要な研究補助員２名，環境省の「セルロースナノファイバー性能評価事業」において必要な研究

補助員２名，バイオ計測センターの研究補助員２名を採用した。 

さらに，法人運営の事務部門を担う職員を安定的かつ効果的に確保するため，法人固有の正職員（プロ

パー事務職員）の採用準備を進め，「法人会計事務」の経験者採用試験を実施した（平成２９年４月１日付

けで１名を採用した。）。 

人材育成については，平成２８年度京都市産業技術研究所職員研修実施計画を策定し，同計画に基づき

新規採用職員研修などを実施した。 

 

（（（（３３３３））））技術技術技術技術のののの継承継承継承継承    ＜Ｐ＜Ｐ＜Ｐ＜Ｐ１３１１３１１３１１３１参照参照参照参照＞＞＞＞    

産技研に８つある研究チームが，それぞれに有する得意技術や固有技術を確実に継承し，技術支援に役

立てるため，研究チームごとに業界情報を踏まえて取組方針を策定し，研究開発委員会や研究部長会議に

おいて各研究チームの課題や今後の方向性等について議論するなど，チーム力の向上を図った。 

また，平成２７年度に引き続き，研究職としての優れた実績や能力のある職員１名をＯＢ職員として雇

用し，専門知識や技術・経験の円滑な承継を図った。 

 

２２２２    業務業務業務業務のののの評価評価評価評価・・・・検証検証検証検証    ＜Ｐ＜Ｐ＜Ｐ＜Ｐ１３２１３２１３２１３２～～～～１３４１３４１３４１３４参照参照参照参照＞＞＞＞    

平成２７年度の業務実績を自己評価したうえで，平成２８年８月１９日に開催された「平成２８年度第１

回地方独立行政法人京都市産業技術研究所評価委員会」において，平成２７年度の業務実績に関する評価を

受けた。 

また，業務の進捗状況を経営戦略会議で確認するとともに，業務改善内容を検討し，業務改善活動を推進

した。 

    

＜＜＜＜第第第第３３３３    財務内容財務内容財務内容財務内容のののの改善改善改善改善にににに関関関関するするするする目標目標目標目標をををを達成達成達成達成するためにとるべきするためにとるべきするためにとるべきするためにとるべき措置措置措置措置＞＞＞＞    

１１１１    経費経費経費経費のののの効果的効果的効果的効果的・・・・効率的効率的効率的効率的なななな執行執行執行執行    ＜Ｐ＜Ｐ＜Ｐ＜Ｐ１３２１３２１３２１３２～～～～１３６１３６１３６１３６参照参照参照参照＞＞＞＞    

  一括契約，物件単価契約，複数年度契約の採用等により，経費の効果的，効率的な執行に努めた。    

    

２２２２    収入収入収入収入のののの確保確保確保確保    ＜Ｐ＜Ｐ＜Ｐ＜Ｐ１３７１３７１３７１３７～～～～１３８１３８１３８１３８参照参照参照参照＞＞＞＞    

広報活動の充実やサービスの向上等に取り組むとともに，共同研究や競争的資金による研究開発等の増進

を図った結果，自己収入は３５４百万円となり，年度計画に掲げる９１百万円を大きく上回った（３８９％）。 

また，外部資金収入の決算額は１４０百万円（Ｈ２７：１１５百万円）となり，年度計画に掲げる３７百

万円を大きく上回った（３７８％）。 

    

３３３３    サービスサービスサービスサービス向上等向上等向上等向上等にににに向向向向けたけたけたけた剰余金剰余金剰余金剰余金のののの有効活用有効活用有効活用有効活用    ＜Ｐ＜Ｐ＜Ｐ＜Ｐ１３９１３９１３９１３９参照参照参照参照＞＞＞＞    

    平成２６年度及び平成２７年度の経営努力によって生じた剰余金８４百万円のうち４９百万円を１１機器

等の購入に充当し，残りの３５百万円についても，第１期中期計画（平成２６年度～平成２９年度）の中で

有効に活用できるよう，使用計画について検討を進めた。    

    

＜＜＜＜第第第第４４４４    そのそのそのその他業務運営他業務運営他業務運営他業務運営にににに関関関関するするするする重要事項重要事項重要事項重要事項のののの目標目標目標目標をををを達成達成達成達成するためにとるべきするためにとるべきするためにとるべきするためにとるべき措置措置措置措置＞＞＞＞    

１１１１    法令遵守法令遵守法令遵守法令遵守のののの徹底徹底徹底徹底    ＜Ｐ＜Ｐ＜Ｐ＜Ｐ１４０１４０１４０１４０～～～～１４１１４１１４１１４１参照参照参照参照＞＞＞＞    

法人の社会的責任を果たすため，監査体制の構築及びコンプライアンス研修の実施などを通じて，不正の

誘発原因を未然に防ぎ，抑止機能を強化した。 

 また，新たに公的研究費の管理・監査規程，不正使用防止対策基本方針，不正使用防止計画を策定し，法

令遵守の徹底に努めた。 

 

２２２２    情報情報情報情報セキュリティセキュリティセキュリティセキュリティ管理管理管理管理とととと情報公開情報公開情報公開情報公開のののの徹底徹底徹底徹底    ＜Ｐ＜Ｐ＜Ｐ＜Ｐ１４２１４２１４２１４２～～～～１４３１４３１４３１４３参照参照参照参照＞＞＞＞    

 法人の社会的責任を果たすため，情報セキュリティ研修を実施するなど情報管理やシステムの適切な運用

に努めた。 

 また，法人運営の透明性と市民の信頼を確保するため，産技研のホームページに「情報公開」のページを

設け，法人情報を公開した。 

 

３３３３    環境環境環境環境・・・・安全衛生安全衛生安全衛生安全衛生マネジメントのマネジメントのマネジメントのマネジメントの徹底徹底徹底徹底    ＜Ｐ＜Ｐ＜Ｐ＜Ｐ１４４１４４１４４１４４～～～～１４５１４５１４５１４５参照参照参照参照＞＞＞＞    

平成２６年４月１日に策定した「環境方針」「地方独立行政法人京都市産業技術研究所環境管理規程」に基

づき，省エネルギー・省資源を推進するとともに，事業活動に使用する化学物質・高圧ガス等を適正に管理

し，環境負荷の低減に努めた。 

また，職員の安全衛生の向上を図るため，安全衛生委員会を定期的に開催するとともに，産業医による巡

視を実施し，指摘事項の改善を行った。 

さらに，「真のワーク・ライフ・バランス」を推進するため，定時退庁日を設定するなど，仕事と私生活の

両立に加え，地域貢献にも取り組めるよう，環境づくりに努めた。 

 

４４４４    施設及施設及施設及施設及びびびび設備設備設備設備・・・・機器機器機器機器のののの維持管理維持管理維持管理維持管理    ＜Ｐ＜Ｐ＜Ｐ＜Ｐ１４６１４６１４６１４６参照参照参照参照＞＞＞＞ 

施設の適切な維持・保守管理を行うため，保守管理契約を締結するとともに，必要な修繕を適宜実施した。 

また，機器の保守・点検に当たっては，緊急度と重要度を判断基準として，限られた予算の中で優先順位

を付けて実施することで，研究開発や試験・分析の精度を維持・向上することができた。 

 


